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幅広く分析し考察したものである。論文の構成は 9 章から成り、分量は 400 字詰め原稿用紙に換算して約 1200 枚に
相当する。
本論文の前半では、具体的な事象の分析の前提となる基本的な文法的概念について、認知言語学的な定義づけを行








析を行う。第 5 章は英語の中間構文 (Thiscar drives easily.) を取り上げ、この構文に見られる主語選択をはじめと
する文法的・意味的特異性を認知的要因から説明し、この構文が表す事態概念を提示すると共に、それによって中間
構文に共起可能な他動調の制約を明らかにする。第 6 章では、英語の知覚動詞の連結的用法 (Johnlooks happy.) を
扱い、この用法が成立した歴史的過程を観察することにより、現在は特異に思われるこの用法が、本来は自然な表現
から拡張の連鎖を辿って生じたものであることを明らかにすると共に、言語の動的側面を捉える認知言語学的モデル
化の有効性を示す。次の第 7 章および第 8 章は日英語の対照研究である。第 7 章では事態解釈の際に基本単位となる
事態概念が日英語で、異なっていて、日本語では thematic relation が、英語では transitive relation が、その基本的単
位として機能していると主張する。そうした事態概念の枠組みの相違が両言語での動調の語葉化や文法構文の生産性
の相違に一貫して反映されていることを示し、さらに従来直感的に「英語らしさ J r 日本語らしさ J として捉えられ




















Agent は明示されないが合意されるという主張については、中間構文には Agent があるという証拠を指摘する論文も
ある。②CPV 用法の拡張説にはさらなる証拠がほしい。③経路や起点のような要素がなぜ「を」格で標示されるかと
いう問題は詳細に検討されているが、対象が「がj 格で標示されるケースへの言及もほしい。④日本語の中間構文な
ど、その範囲や性格が十分に規定されないままに議論が進められているところもある。⑤第 7 章や第 8 章は多くの事
象を取り上げたために分析にやや浅さが目立つ箇所があるのは残念である。
このようにいくつかの間題点は残るが、これらはむしろ今後の発展のための課題として捉えられるべき性質のもの
であり、本論文の本質的な価値を損なうものでは決してない。よって、本論文は博士(文学)の学位にふさわしいも
のと認定する。
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